






Type Thesis or Dissertation
TextversionETD
Kyoto University
（ 続紙 １ ）                             







































 第 5章は、動詞 have の定形節補文構文の汎時的分析である。この構文は、 “I have 
it from a reliable source that he was shot.” のように情報の所有者である有生名詞を主語
とし情報源を前置詞句で表す have it PP 構文、“Rumor has it that he was shot.” のよう
に情報源となる無生名詞を主語とする have it that 構文に大別される。本章では初期
近代英語以降の事例を精緻に観察し、この構文の祖型が 16 世紀に見られた “The 
bible hath it.” のように、文献や書物を主語とし前方照応的な itを伴い、定型節補文
をとらない引用構文である可能性を指摘している。この引用構文が、同じく 16世紀
に見られた “Publish it that she is dead.” のように非人称の it と定型節補文をとる[V it 
that] 構文との類推により have it PP that 構文の定着化に至った。一方で情報源を主語
とする have it that 構文は “Text has it that …” のように具体的な情報源からの引用を





have it that 構文のほか、非人称受身構文などの英語の伝聞情報構文は、セッティング
主語構文のように参与者を脱焦点化し、不特定の概念化者を含意するという点で、
一種のエビデンシャル方略と位置づけられることを示唆している。 




































Traugott and Trousdale (2013) による構文化および構文変化の理論を適用
し、構文の成立過程を有効に示している。史的データについても  OEDをは





 本論で特筆すべき考察は第5章のhave it that 構文である。この構文につい
ての先行研究はいまだ限られているため、本章は  have it that 構文に関する
体系的な記述および分析として新規性の高い、価値ある内容である。情報
源を主語とするhave it that 構文、情報の所有者を主語とし情報源を前置詞
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